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一次産業分野の課題

一次産業は食糧や資源の生産を担い，社
会，地域経済の基盤となる重要な産業です．
しかし現在，さまざまな課題に直面してい
ます．一次産業分野では地球温暖化に伴う
気候の変動，就業人口の減少および高齢化
が進んでいます．農業分野を例にとると，
基幹的農業従事者数は，2000年の約240万
人から2023年には約116万人と半減し，そ
の年齢構成のピーク は70歳以上の層となっ
ています（1）．さらに，2050年には，2020年
に比べ農業従事者が 4分の 1にまで減少す
ることが予想されており，今より少人数で
も効率的に農業生産を可能とする技術が求
められます．食糧生産の維持に必要なのは
一次産業従事者の減少への対応だけではあ
りません．地球温暖化に代表される，気候
変動は農作物の生育や栽培適地の変化，家
畜の成長や繁殖，水産資源の分布などに影
響を与えており，対応が求められます．ま
た一次産業は気候変動から影響を受けるだ

けでなく，与える側面も持っています．例
えば，膨大な食品廃棄物食品の加工過程で
生じる不使用部分や期限切れ食品等の食品
廃棄物の発生量は膨大であり，日本全体で
の年間発生量は2500万トンにも及び，焼却
による大気汚染が懸念されます．意外に思
うかもしれませんが，森林伐採の減少も地
球温暖化を加速させるおそれがあります．
樹木は成熟すると光合成による二酸化炭素
吸収量よりも排出量が増えるためです．二
酸化炭素吸収量の多い若い樹木の生育を促
す森林管理を，農業等と同様に従事者が減
少している林業でいかに実現するかは難し
い課題です．

NTTグループの取り組み

このような背景の中，NTTグループと
しても一次産業を重点取り組み領域と位置
付け，グループをあげて持続可能な一次産
業の実現に向けて取り組んでいます．NTT
の新中期経営戦略ではスマート農畜産業や

スマート養殖など 5つの分野でのビジネス
創造を目標に掲げています（図 1）．本特
集では，図 1の各分野における主な取り組
みや，最新の取り組みについて紹介します．
NTTグループの取り組みは，作業効率
化を実現するセンシングや分析，ドローン
ソリューションといったソリューション提
供から始まりました．近年はソリューショ
ン提供だけではなく，自ら生産することに
より生産技術を高度化させながら，生産物
の販売と他の生産者への資材，ソリューショ
ン提供を両輪で推進する事業モデルの実現
にも取り組んでいます．さらに，バリュー
チェーンの中でより事業規模の大きい流通，
販売事業に生産現場の情報をつなぐことで，
生産現場のデジタル化にかかる費用を負担
してもらい，一次産業従事者に大きな費用
負担なくデジタル化を推進していけるよう
な取り組みにも力を入れています．
NTTアグリテクノロジーは，農業分野に
おけるソリューション提供，生産，流通，
販売と食農バリューチェーン全体を幅広く
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図1 NTTグループが実現をめざす持続可能ビジネス（新中期経営戦略より）
図 1　NTTグループが実現をめざす持続可能ビジネス（新中期経営戦略より）
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網羅する取り組みを進めています（本特集
記事『農業の新しいカタチを創り，食の安
定供給に役割を果たす』）．NTTアクセス
サービスシステム研究所はNTTアグリテ
クノロジーと連携し，農業において効率化
が求められる作業の 1つである，収穫作業
の効率化をめざしてネットワーク・サーバ
連携制御による遠隔収穫ロボット操作の実
証に取り組んでいます（本特集記事『エッ
ジコンピューティングにおける品質制御技
術を用いた遠隔操作によるイチゴ収穫実
証』）．
農業分野と同様に，NTTグループでは
水産分野でもスマート養殖を実現するソ
リューション提供，自ら生産者となること
での生産技術高度化に取り組んでいます．
NTTグリーン＆フードは陸上養殖事業を
営み，魚介・藻類生産に取り組んでいます
（本特集記事『循環型陸上養殖による食料・
環境問題解決，地域貢献』）．NTTグリー
ン＆フードの陸上養殖施設では，NTTア
ノードエナジーとの連携による再生可能エ
ネルギーの活用も検討しており，循環型社

会の実現に向けた取り組みを積極的に進め
ています．陸上養殖は気候変動の影響を受
けづらく，定量定質な魚介類の提供が可能
となり，工業生産同様に作業従事者の負担
を抑えられる新たな産業として注目されて
おり，NTTグループとしても近年力を入
れている領域です．現在すでに複数の事業
会社で取り組みを進めており，NTTグリー
ン＆フードが魚介類の生産・販売，NTT
アグリテクノロジーが陸上養殖プラント設
計・施工，NTTアクアが陸上養殖のICTシ
ステムの提供，とそれぞれ主な領域を分担
し，グループ全体として水産陸上養殖事業
の確立と生産する魚介類の付加価値向上を
実現し，持続可能で地域に貢献できる産業
創生をめざして取り組んでいます．
農業，水産業以外にも畜産，資源循環，

林業へと，NTTグループの取り組みは一
次産業のさまざまな領域に拡大をしていま
す．NTTコミュニケーションズは，畜産
の効率化につながる，牛の状態の見える化
等のスマート畜産ソリューションの開発・
拡大に向けた開発や実証に取り組んでいま

す（本特集記事『スマート畜産に向けた
NTTコミュニケーションズの取り組み』）．
食品廃棄物を堆肥化し循環型社会を実現す
る「地域食品資源循環ソリューション」を
提供するNTTビジネスソリューションズは，
技術の高度化，食品にとどまらない水資源
循環等実現に向けた事業の拡大に取り組ん
でいます（本特集記事『地域食品資源循環
ソリューションの新たな取り組み』）．NTT
ドコモは，農業・林業において効率化が求
められる作業の 1つである，除草に関する
センシング・自動化技術について取り組ん
でいます（本特集記事『農業の自動化を支
える2大技術としてのドローンセンシング・
ロボット自動化』）．

NTTグループの連携促進・PR

これまで紹介した内容以外にも，NTT
グループはさまざまな取り組みを進めてい
ます．図 2はNTTグループにおける一次
産業のソリューション，グループ連携によ
る取り組みをまとめた表です．このような

品種改良 施設建設

遠隔栽培支援

栽培管理

牛行動分析

豚体重推定

農産物流通・市場の効率化

気象

地図・航空写真

鳥獣害対策

食品リサイクル（堆肥化）

バイオマス発電

食と健康のWellbeing・・ 食育

ライブコマース

水産流通

直売所向けAI 需要予測

センシング（（

水産魚体長管理

陸上養殖

出荷予測

病害虫雑草診断

センシング

環境制御

センシング

環境制御

農薬散布・農地点検

収量予測

労務・生産管理

センシング
AI発芽検査
土壌・微生物分析

育種
生産

流通・・販売 食・・環境・・共通農業
施設園芸 露地栽培 水産・・畜産・・林林業業

ロボット・AI

林業支援

図2 NTTグループの一次産業ソリューションマップ

新品種開発

スマート畜産プラットフォーム

レベル3ロボット農機

図 2　NTTグループの一次産業ソリューションマップ

Primary industry sector

7

特
集

2025.6



グループ連携を進めるため，「NTTグルー
プ農業ワーキング（農業ワーキング）」の
運営にグループ一体で取り組んでいます．
参加するグループ会社は年々増加し，現在
40社が参加する大規模なワーキングへ成長
しました．
農業ワーキングでは，NTTグループ内

で保有するアセットやケイパビリティを共
有するとともに，国内外の取り組み状況も
共有しグループ全体として最適な組合せで，
サービス提供や外部パートナーとの連携が
実現するよう調整を行う機能も持たせてい
ます．毎回100～200名のメンバが集まり交
流する機会となっており，今ではすっかり
グループ内に定着しています．また，農業
ワーキングのPR活動の 1 つとして，国内
外のスマート農業のソリューションや製品
が一堂に集まる，国際スマート農業EXPO
へNTTグループとして継続的に出展を行っ
ています．農業ワーキングの発展に伴い，
年々出展参加会社が増え，2024年の 7回目
の出展では11社が参加する大規模な集合展
示となりました（図 3）．展示会では毎年，
NTTグループが一次産業分野に取り組ん
でいることへの来場者の認知度を調査して
きました．出展開始当初はほとんどの来場
者に認知されていませんでしたが，繰り返
し規模を拡大して出展を重ねることで，
2024年の出展では来場者の48％，約半数に
認知される状況まで認知拡大が進みました．
また図 4はNTTグループ会社と外部パー
トナーとの連携マップですが，全国各地で

さまざまなパートナーと取り組みが進めら
れています．このように外部パートナーと
の連携が拡がってきたのは，農業ワーキン
グのPR活動を通し，NTTグループが一次
産業に取り組んでいるということへの世の
中の認知が進んできたことも影響している
と考えられます．2025年の週刊ダイヤモン
ドの特集「儲かる農業2025」では，農家が
「期待する農業参入企業・農協組織」ラン
キングでNTTグループが 1 位を獲得（2）し
ており，NTTグループの一次産業の取り
組みPRが順調に進んでいることを示す 1
つの結果だと考えています．

万博での取り組みPR

2025年は例年出展している国際スマート
農業EXPOだけでなく，大阪・関西万博で
も北海道大学と連携し，NTTグループの
一次産業の取り組みをPRしています．
NTTグループは，最先端の農業機械を

はじめとするロボティクスの自動運転技術
に高精度な位置情報，5G（第 5 世代移動
通信システム），AI（人工知能）等のデー
タ分析技術等を活用した世界トップレベル
のスマート農業の実現と社会実装，および
スマート農業を軸としたサステイナブルな
地方創生・スマートシティのモデルづくり
等をめざし，北海道大学，岩見沢市と産官
学連携協定を2019年から締結し（3），ロボッ
ト農機の遠隔監視による無人状態での完全
自動走行，遠隔操縦に関する技術の研究や，

社会実装に向けたビジネスモデルの検討等
に取り組んできました．
研究では，都市部と異なり十分な通信環
境が整っていないことも多い広大な農地に
おける，不安定なネットワーク環境での安
定的なロボット農機の遠隔監視・遠隔操縦
実現に向けた，協調型インフラ基盤のフィー
ルド実証に取り組みました（4），（5）．実証を
通して得た知見を基に技術を高度化し，現
在は自動運転バス等へも適用対象を拡げて
います（6）．
ロボット農機の遠隔監視の社会実装に向
けたビジネスモデルの検討では，農林水産
省のスマート農業実証プロジェクトをとお
して実際の農作業にロボット農機の遠隔監
視を適用し，ロボット農機を活用した作業
委託が見込みのあるビジネスモデルである
と知見を得ました（7）．現在は実証で得た知
見を基に産官学連携協定で事業化に向けた
検討を進めています．
さらに2025年度からは，農業分野だけで
なく，一次産業全体の高度化をスコープと
した新たな共同研究を北海道大学とNTT
の 2 者で開始しました（8）．まずは農業を
フィールドに，超省力かつサステイナブル
な農作業の自動化につながる，圃場のデジ
タルツイン，ロボット農機を安全に遠隔監
視・操縦するロボティクスの実現をめざし
た研究テーマから研究に着手し，一次産業
の他の領域へも取り組みを拡大させていく
予定です．
万博では，これまでの連携をとおして北

図 3　国際スマート農業EXPO2024出展模様
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海道大学が培ってきた，自動農機の制御技
術と，NTTが誇る次世代ネットワーク
IOWN（Innovat ive  Opt ica l  and 
W i r e l e s s  N e t w o r k ）＊1  A P N
（All-Photonics Network）＊ 2を組み合わ
せた，リモート農業の実演展示を行います．
北海道大学の圃場にあるロボット農機を万
博会場にて距離を感じずに遠隔監視・操縦
することを実現します（図 5）．万博会場
と北海道大学の圃場は約1200 km離れてお
り，通常大容量な映像を長距離伝送する際
に生じる遅延により，伝送映像を見ながら
の遠隔操縦は困難となります．本展示では，
万博会場と北海道大学の圃場間をNTTグ
ループがこれまで培ってきた経験と技術力
で通信サービスをさらに進化させた，低消
費電力・大容量高品質・低遅延を特徴とす
る次世代ネットワークIOWN APNで遠隔
操縦システムとロボットトラクタをつなぐ
ことで低遅延な映像伝送を実現し，遅延を

感じることなく遠く離れたところにあるロ
ボットトラクタを操縦可能にします．
展示ではロボット農機が遠隔操縦されて

いる場面を見るだけではなく，来場者自ら
が実際に万博会場から，北海道大学の圃場
にあるロボットトラクタの遠隔操縦を体験
することもできます．未来の農業を体験で
きる貴重な機会ですので，ぜひご来場いた
だければと思います（図 6）．

今後の取り組み

今後はさらに，多数あるNTTグループ
のサービスやソリューション組み合わせる
ことによるシナジー効果を生み出していき
たいと考えています．さまざまなサービス
を束ね，一次産業従事者の経営にトータル
で価値を示していくことが，一次産業で幅
広い取り組みをしているNTTグループの
責務であると考えています．農業分野であ

ればNTTアグリテクノロジー，水産分野
であればNTTグリーン＆フードなど各分
野で生産を担う会社へ関連サービス，ソ
リューションを集約してトータルソリュー
ション化し，経営全体への事業導入効果を
より分かりやすく示すことにより，NTTグ
ループの商材を活用した生産がもたらす価

＊ 1  IOWN：ネットワークだけでなく端末処理ま
で光化する「APN」，サイバー空間上でモノ
やヒトどうしの高度かつリアルタイムなイン
タラクションを可能とする「デジタルツイン
コンピューティング」，それらを含むさまざ
まなICTリソースを効率的に配備する「コグ
ニティブ・ファウンデーション」の3つで構
成されます．

＊ 2  APN：ネットワークから端末，チップの中に
まで新たな光技術を導入することにより，こ
れまで実現が困難であった超低消費電力化，
超高速処理を達成します．1本の光ファイバ
上で機能ごとに波長を割り当てて運用するこ
とで，インターネットに代表される情報通信
の機能や，センシングの機能など，社会基
盤を支える複数の機能を互いに干渉すること
なく提供することができます．
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信州諏訪農業協同組合
大北農業協同組合
全国農業協同組合連合会長野県本部

長野県

あい作® 職員マイページ ～総合事業の営業支援サービス～

ながの農業協同組合長野県

日本最大級のシロアシエビの陸上養殖
磐田市静岡県

完全閉鎖循環型陸上養殖
海幸ゆきのや合同会社静岡県

水稲AI茎数判別水管理システムとの連携
株式会社笑農和富山県

NTTグループ初の水産会社設立 ～NTTとリージョナルフィッシュによる合弁化～

リージョナルフィッシュ
株式会社京都府

経営基盤強化に向けた地域農業法人との連携
株式会社
ゼブラグリーンズ兵庫県

地産品の最適な保存方法および鮮度保持コンサルティング
大阪大学
産業科学研究所大阪府

大規模トマト栽培施設の設計・施工
株式会社
ゼブラグリーンズ大阪府

商業施設でのSDGs取組に貢献 ～ゆめが丘ソラトス～

相鉄グループ神奈川県

最先端グリーンハウスの設計・施工
株式会社 Tedy茨城県

最先端研究温室の施工および営農システム開発
全国農業協同
組合連合会神奈川県

地域資源の地産地消
フォレストエナジー
株式会社群馬県

サーモカメラを用いた子牛の体温管理
株式会社敷島ファーム栃木県

ロボティクスを活用した自社ファーム
公益財団法人東京都
農林水産振興財団東京都

森林・林業DXで脱炭素社会へ
耳川広域森林
組合諸塚村宮崎県

Beaconを用いた豚の体調管理
沖縄県農業協同組合沖縄県

あい作®出荷予測システム ～農作物の収穫時期や収穫量を予測～

島原雲仙農業協同組合
香川県農業協同組合

長崎県
香川県

株式会社NTTデータ関西

図4 外部パートナ連携マップ

北海道

東北

関東

中部

近畿

四国

中国

九州

食品資源循環の実現（地域食品資源循環ソリューション）

青空株式会社岡山県

データ駆動型病虫害防除技術
株式会社長尾商会
ぷらっとホーム株式会社高知県

水稲AI 生育診断Growth eye Board™
秋田しんせい
農業協同組合秋田県

ICT活用による完全閉鎖循環式陸上養殖
株式会社いちい
学校法人加計学園
岡山理科大学

福島県

統合環境制御による自社ファームでの生産
株式会社サラダボウル山梨県

富山RTKサービスの運営
富山県富山県

あい作® 資材受注システム ～JA 様の購買業務の変革を支援～

佐久浅間農業協同組合長野県

夏秋イチゴの新産地形成による地域活性化
秋田県 イチゴ新品種

「秋田夏響」

（2025年6月時点）

図 4　外部パートナ連携マップ
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値を訴求し，NTTグループの一次産業の
さらなる貢献につなげていくことをめざし
ます．
また，一般的に投資余力が限られている
一次産業における課題解決を推進していく
ため，バリューチェーン全体で連携し，生
産領域の変革に必要な資金を集める仕組み
を構築することが必要と考えます．新たな
取り組みとして，「一次産業」×「○○」
のように他業態との業態横断によるマネタ
イズモデルを増やしていくことにもNTT
グループとしてチャレンジしていきたいと
考えています．持続可能な社会を実現し，
NTTの事業としても拡大できる，そんな
一次産業の実現をグループ一体で取り組ん
でいきたいと思います．

■参考文献
（1） https://www.maff.go.jp/j/wpaper/w_

maff /r5/index.html
（2） 週刊ダイヤモンド：“儲かる農業2025，” ダ

イヤモンド社，2025年 4 / 5 号，2025．
（3） https://group.ntt/jp/newsrelease/

2019/06/28/190628a.html
（4） https://group.ntt/jp/newsrelease/

2020/11/16/201116b.html
（5） https://journal.ntt.co.jp/article/520
（6） https://journal.ntt.co.jp/article/30199
（7） https://www.city.iwamizawa.hokkaido.

jp/material/files/group/11/r2_5g_A01.
pdf

（8） https://group.ntt/jp/newsrelease/
2025/04/07/250407a.html

村山  卓弥

一次産業の維持・発展に向け，NTTグループ内外
のパートナーとの連携推進にこれからも取り組んで
いきます．一次産業以外の業態との連携も検討し
ていますので，一次産業関係者に限らずご興味あ
る方はご連絡ください．

◆問い合わせ先
NTT研究開発マーケティング本部
アライアンス部門

図 5　大阪・関西万博でのリモート農業技術実演展示イメージ

【日 程】 2025年6月8日(日) 13時 ～ 6月15日(日) 20時
【場 所】 大阪府大阪市夢洲EXPOメッセ「WASSE」イベントホール南側

RELAY THE FOOD～未来につなぐ食と風土～
「未来へつなぐ」エリア スマート農業ブース
https://theme-weeks.expo2025.or.jp/program/detail/66f29339070df.html

【出展者】 農林水産省
【出展協力】 北海道大学大学院農学研究院，NTT，NTT東日本
【体験料】 無料 ※大阪・関西万博会場への入場には別途チケットの購入が必要となります．
【言 語】 日本語・英語

図6 次世代ネットワーク IOWN APNを活用したリモート農業技術の実演展示概要図 6　次世代ネットワーク IOWN APNを活用したリモート農業技術の実演展示概要
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